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(57)【要約】
【課題】テキストの分類精度を向上させる。
【解決手段】受付解析部１２が、複数のテキストを受け
付け、分割部１４が、受け付けた複数のテキストのうち
、いずれかのテキストが特定の条件を満たす区切れ箇所
を含むことを検出すると、いずれかのテキストを区切れ
箇所で分割して、新たな複数のテキストを生成し、分類
部１６が、受け付けた複数のテキストのうち、特定の条
件を満たす区切れ箇所を含まないテキストと、生成した
新たな複数のテキストと、を複数のクラスタに分類する
。
【選択図】図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のテキストを受け付け、
　受け付けた前記複数のテキストのうち、いずれかのテキストが特定の条件を満たす区切
れ箇所を含むことを検出すると、前記いずれかのテキストを前記区切れ箇所で分割して、
新たな複数のテキストを生成し、
　受け付けた前記複数のテキストのうち、前記特定の条件を満たす区切れ箇所を含まない
テキストと、生成した前記新たな複数のテキストと、を複数のクラスタに分類する、
　処理をコンピュータが実行することを特徴とする分類方法。
【請求項２】
　前記複数のクラスタそれぞれに分類されたテキストに基づき、前記複数のクラスタそれ
ぞれの特徴情報を生成し、
　生成した前記特徴情報を、前記複数のクラスタそれぞれに対応付けて表示部に表示する
、
　ことを特徴とする請求項１に記載の分類方法。
【請求項３】
　前記複数のクラスタについて、前記複数のクラスタそれぞれに分類されたテキストと、
該テキストに含まれる複数の形態素の、受け付けた前記複数のテキストでの出現状況とに
基づき、前記複数のクラスタをそれぞれ代表する複数の代表形態素を決定し、
　決定した前記複数の代表形態素それぞれを、前記複数の代表形態素それぞれが代表する
複数のクラスタそれぞれに対応付けて前記表示部に表示する、
　ことを特徴とする請求項２に記載の分類方法。
【請求項４】
　決定した前記複数の代表形態素それぞれを、前記複数のクラスタそれぞれに分類された
前記テキストの数に応じた順序で並べて前記表示部に表示する、
　ことを特徴とする請求項３に記載の分類方法。
【請求項５】
　前記複数のテキストにおける各テキストの出現状況に関する指標に基づいて、前記複数
のクラスタの各々に含まれるテキストについての前記指標が、出現頻度が高いことを示す
順に前記クラスタを並べて前記表示部に表示する
　ことを特徴とする請求項２～請求項４のいずれか１項に記載の分類方法。
【請求項６】
　前記特定の条件を満たす区切れ箇所を読点とする請求項１～請求項５のいずれか１項に
記載の分類方法。
【請求項７】
　前記テキストを区切れ箇所で区切った前半部分及び後半部分のいずれか一方の、前記複
数のテキストにおける出現状況が予め定めた条件を満たす場合に、前記区切れ箇所を前記
特定の条件を満たす区切れ箇所とする請求項１～請求項５のいずれか１項に記載の分類方
法。
【請求項８】
　複数のテキストを受け付ける受付部と、
　受け付けた前記複数のテキストのうち、いずれかのテキストが特定の条件を満たす区切
れ箇所を含むことを検出すると、前記いずれかのテキストを前記区切れ箇所で分割して、
新たな複数のテキストを生成する生成部と、
　受け付けた前記複数のテキストのうち、前記特定の条件を満たす区切れ箇所を含まない
テキストと、生成した前記新たな複数のテキストと、を複数のクラスタに分類する分類部
と、
　を含むことを特徴とする分類装置。
【請求項９】
　複数のテキストを受け付け、
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　受け付けた前記複数のテキストのうち、いずれかのテキストが特定の条件を満たす区切
れ箇所を含むことを検出すると、前記いずれかのテキストを前記区切れ箇所で分割して、
新たな複数のテキストを生成し、
　受け付けた前記複数のテキストのうち、前記特定の条件を満たす区切れ箇所を含まない
テキストと、生成した前記新たな複数のテキストと、を複数のクラスタに分類する、
　処理をコンピュータに実行させることを特徴とする分類プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　開示の技術は、分類方法、分類装置、及び分類プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、自然言語で記述された文書（テキストデータ）を、記述されている内容に基づい
て分類することが行われている。
【０００３】
　例えば、互いに対応付けられた質問と回答とを文書記憶部に記憶しておき、文書記憶部
中の各回答の特徴ベクトルに基づいて回答をクラスタ分類しておく情報検索システムが提
案されている。
【０００４】
　また、談話データ及び談話セマンティクスを入力とし、談話データからＦＡＱ候補とな
る質問文を抽出して出力するＦＡＱ候補抽出システムが提案されている。このシステムで
は、談話セマンティクスは各ステートメントのフロー情報を含み、談話データから、顧客
によって発話され、質問文若しくは要求文であることを示すフローが設定された質問・要
求ステートメントを抽出する。そして、質問・要求ステートメントから指定されたキーワ
ードを含むものを抽出し、質問・要求ステートメントについてクラスタリングし、各クラ
スタの代表となる質問・要求ステートメントをＦＡＱ候補として出力する。
【０００５】
　また、ツリー状の観点及び属性単語を含む観点リストを記憶した観点リスト記憶手段と
、各属性単語に関連する多数の学習文章情報を記憶した学習文章情報記憶手段とを有する
装置が提案されている。この装置は、共有コンテンツから複数のキーワードを抽出し、キ
ーワードを要素とし且つその出現頻度を値とする第１のベクトルを導出する。そして、キ
ーワード毎に、当該キーワードと一致する属性単語における学習文章情報について、当該
学習文章情報に含まれる単語を要素とし且つその出現頻度を値とする第２のベクトルを導
出する。さらに、両ベクトルの類似度を算出し、類似度を対応付けた類似度付き観点リス
トを生成し、観点リストのレイヤ毎に、類似度の分散が最も大きい観点及び属性単語を導
出する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００２－４１５７３号公報
【特許文献２】特開２０１２－３７０４号公報
【特許文献３】特開２０１２－７００３６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、例えば、各テキストに定型的な表現が含まれている場合には、その定型
的な表現が影響して、各文書から適切な特徴を抽出することができず、文書の分類を適切
に行うことができない場合がある。
【０００８】
　一つの側面として、開示の技術は、テキストの分類精度を向上させることを目的とする
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。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　一つの態様として、開示の技術は、複数のテキストを受け付ける。また、開示の技術は
、受け付けた前記複数のテキストのうち、いずれかのテキストが特定の条件を満たす区切
れ箇所を含むことを検出すると、前記いずれかのテキストを前記区切れ箇所で分割して、
新たな複数のテキストを生成する。そして、開示の技術は、受け付けた前記複数のテキス
トのうち、前記特定の条件を満たす区切れ箇所を含まないテキストと、生成した前記新た
な複数のテキストと、を複数のクラスタに分類する。
【発明の効果】
【００１０】
　一つの側面として、テキストの分類精度を向上させることができる、という効果を有す
る。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】文書の分類を説明するための図である。
【図２】定型表現が文書の分類に与える影響を説明するための図である。
【図３】定型表現が文書の分類に与える影響を説明するための図である。
【図４】定型表現を抽出するためのテキストの分類を説明するための図である。
【図５】定型表現を抽出するためのテキストの分類の問題点を説明するための図である。
【図６】本実施形態に係る分類装置の機能ブロック図である。
【図７】受付解析部による解析結果の一例を示す図である。
【図８】単語モデルの一例を示す図である。
【図９】テキストの分割を説明するための図である。
【図１０】分類結果画面の一例を示す図である。
【図１１】本実施形態に係る分類装置として機能するコンピュータの概略構成を示すブロ
ック図である。
【図１２】本実施形態における分類処理の一例を示すフローチャートである。
【図１３】分割処理の一例を示すフローチャートである。
【図１４】クラスタリング処理の一例を示すフローチャートである。
【図１５】表示制御処理の一例を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、図面を参照して、開示の技術に係る実施形態の一例を説明する。
【００１３】
　本実施形態に係る分類装置では、定型表現を抽出するために、テキスト集合に含まれる
各テキストを複数のクラスタに分類する。
【００１４】
　ここで、実施形態の詳細を説明する前に、定型表現を抽出するために、テキストを分類
する理由について説明する。例えば、システムに関するインシデント対応時のメールなど
の文書を分類し、各文書が表すインシデントが何の事案に関するインシデントかを特定す
る場合を考える。
【００１５】
　例えば、図１に示すように、インシデント１件における文章の集合を１つの文書とし、
複数のインシデントに関する文書集合に含まれる各文書を、ＢｏＷ（Bag of Words）など
の手法により、文書に含まれる単語の出現頻度でベクトル化する。そして、ベクトルのコ
サイン類似度（図１中の「０．７」、「０．０」、「０．４」）が高い文書同士をクラス
タにまとめることにより、文書を分類する。
【００１６】
　そして、ＴＦ（Term Frequency）－ＩＤＦ（Inverse Document Frequency）などにより
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、各クラスタに属する文書に含まれる特徴語を抽出し（図１中の下線で示す単語）、各ク
ラスタに対応付けることで、各クラスタに含まれる文書が何の事案のインシデントかを把
握可能にする。なお、ＴＦ値及びＩＤＦ値は、以下のように定義される。
【００１７】
　単語ｗのＴＦ値
　　＝文書中の単語ｗの出現数／文書中の全ての単語の出現数
　単語ｗのＩＤＦ値
　　＝ｌｏｇ（文書の総数／単語ｗを含む文書の数）
【００１８】
　しかし、上記のベクトル化の際には、各文書に含まれる定型表現もベクトル化されてし
まい、定型表現がノイズとなってコサイン類似度に影響を及ぼしてしまう。例えば、図２
に示すように、質問文１は、サーバに関する問い合わせであり、質問文２は、ネットワー
クに関する問い合わせであり、それぞれ質問内容が異なる。しかし、両質問文とも、「お
疲れさまです、サービス第一開発部の工藤です。」のような定型表現を含むため、コサイ
ン類似度が高くなってしまう。
【００１９】
　また、図３に示すように、文書が定型表現を含む場合には、文書に出現する単語数が多
くなるため、特徴語となるべき単語のＴＦ値が下がってしまう。
【００２０】
　特に、システムに関するインシデント対応の分野では、顧客からのメールなどでの問合
せの文章に、挨拶や結びの言葉などの定型表現が現れ易い。そこで、定型表現が文書の分
類に与える影響を低減するために、各文書から定型表現を削除することが考えられる。し
かし、定型表現の中には、「サービス第一開発部の工藤です。」などの固有名詞や、顧客
毎の固有の表現等が含まれるため、定型表現を事前に定義しておくことは困難である。
【００２１】
　そこで、例えば、図４に示すように、文書集合に含まれる各文書を、文書中に含まれる
「。（句点）」や「￥ｎ（改行コード）」といった一文の区切りを表す箇所で分割するこ
とによって一文のテキスト集合を作成する。そして、各文をベクトル化してクラスタリン
グし、各クラスタに含まれるテキストを確認することで、定型表現が分類されたクラスタ
を特定し、定型表現を抽出することが考えられる。そして、抽出した定型表現を各文書か
ら削除する。
【００２２】
　このように、テキストを分類して定型表現を抽出することで、固有の表現等を含む定型
表現も抽出することができる。したがって、本実施形態では、定型表現を抽出するために
、テキストを分類する。
【００２３】
　しかし、各文書から作成された１文が複文の場合、定型表現を一部に含むにも関わらず
、全体としては定型表現とは見做されず、定型表現が分類されるクラスタに分類されない
場合がある。例えば、図５に示すように、クラスタ２に分類されている一文は、クラスタ
１に分類されている定型表現と同様の「対処方法を教えて下さい」という定型表現を含む
が、「予想外のメッセージが出力されている為、」の部分の影響で、クラスタ１に分類さ
れない。
【００２４】
　そこで、本実施形態では、複文に含まれる定型表現も抽出可能に、テキストを分類する
。以下、本実施形態の詳細について説明する。
【００２５】
　図６に示すように、本実施形態に係る分類装置１０は、機能的には、受付解析部１２と
、分割部１４と、分類部１６と、表示制御部１８とを含む。また、分類装置１０の所定の
記憶領域には、単語モデル２４が記憶される。なお、受付解析部１２は、開示の技術の受
付部の一例であり、分割部１４は、開示の技術の生成部の一例である。



(6) JP 2020-4156 A 2020.1.9

10

20

30

40

50

【００２６】
　受付解析部１２は、分類装置１０に入力されるテキスト集合を受け付ける。例えば、受
付解析部１２は、システムに関するインシデント対応時のメールなどの文章を含み、イン
シデント１件における文章の集合を１つの文書とし、文書集合に含まれる各文書を一文の
テキストに整形したテキスト集合を受け付ける。一文のテキストの整形は、例えば、文書
中に含まれる「。（句点）」や「￥ｎ（改行コード）」といった一文の区切りを表す箇所
で文書を分割するなどされたものである。
【００２７】
　受付解析部１２は、受け付けたテキスト集合に含まれる各テキストに対して形態素解析
を行い、テキストを形態素に分割すると共に、各形態素に品詞、形態素情報等の属性情報
を付与する。また、受付解析部１２は、形態素解析の結果を用いて、各テキストに対して
係り受け解析を行い、文節毎の係り受け関係を解析する。
【００２８】
　図７に、「予想外のメッセージが出力されている為、対処方法を教えて下さい」という
テキストに対する、受付解析部１２による形態素解析結果及び係り受け解析結果の一例を
示す。図７中のＡが形態素解析結果である。図７の例では、テキストに含まれる形態素毎
に、テキストの先頭から順に番号を付すと共に、形態素解析の結果得られた属性情報が各
形態素に対応付けられている。また、図７中のＢが係り受け解析結果である。図７の例で
は、形態素解析結果に基づいて、テキストを各文節に区切り、各文節間の係り受け関係を
解析した例であり、各文節をボックスで、文節間の係り受け関係を矢印で表している。
【００２９】
　分割部１４は、受付解析部１２により受け付けられたテキスト集合に含まれるテキスト
のうち、いずれかのテキストが特定の条件を満たす区切れ箇所を含むことを検出すると、
そのテキストを区切れ箇所で分割して、新たな複数のテキストを生成する。
【００３０】
　具体的には、分割部１４は、各テキストについての受付解析部１２による解析結果に基
づいて、各テキストを所定の区切れ箇所で、前半部分と後半部分とに区切る。所定の区切
れ箇所は、例えば、「、（読点）」や予め定めた副詞節の直後とすることができる。また
、文節間の係り受け関係なども用いて、予め定めたルールで区切るようにしてもよい。
【００３１】
　分割部１４は、テキストを所定の区切れ箇所で区切った前半部分及び後半部分のいずれ
か一方の、テキスト集合における出現状況が予め定めた条件を満たす場合に、所定の区切
れ箇所でテキストを分割する。
【００３２】
　より具体的には、分割部１４は、単語モデル２４に含まれるＩＤＦ値テーブル２４Ａを
参照して、テキストに含まれる各単語のＩＤＦ値を取得する。
【００３３】
　ここで、図８に、単語モデル２４の一例を示す。単語モデル２４は、ＩＤＦ値テーブル
２４Ａと、単語ベクトルテーブル２４Ｂとを含む。ＩＤＦ値テーブル２４Ａは、単語とそ
の単語のＩＤＦ値とを対応付けて記憶したテーブルである。ＩＤＦ値は、予め任意の文書
集合から生成しておいてもよいし、入力されたテキスト集合の元になった文書集合から生
成してもよい。単語ベクトルテーブル２４Ｂについては後述する。
【００３４】
　分割部１４は、ＩＤＦ値テーブル２４Ａから取得した単語毎のＩＤＦ値を用いて、各テ
キストを区切れ箇所で区切った前半部分及び後半部分の各々について、ＩＤＦ値のベクト
ルのノルムを算出する。そして、分割部１４は、図９に示すように、前半部分及び後半部
分のいずれか一方のＩＤＦ値のノルムが予め定めた閾値以下の場合、そのテキストを区切
れ箇所で分割する。ＩＤＦ値が小さい場合には、テキスト集合内に横断的に出現する表現
であるため、その部分を定型表現と見做すものである。分割部１４は、分割したテキスト
については、分割後のテキストを、分割していないテキストについては、元のテキストを
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それぞれ単文として、単文集合に入れる。
【００３５】
　分類部１６は、テキスト集合に含まれるテキストのうち、特定の条件を満たす区切れ箇
所を含まないテキスト、及び生成した新たな複数のテキスト、すなわち、単文集合に含ま
れる単文の各々を、複数のクラスタに分類する。
【００３６】
　具体的には、分類部１６は、各単文を、単語モデル２４の単語ベクトルテーブル２４Ｂ
を用いてベクトル化する。単語ベクトルテーブル２４Ｂは、単語と、その単語をＴＦ－Ｉ
ＤＦやｗｏｒｄ２ｖｅｃ等によりベクトル表現した単語ベクトルとを対応付けて記憶した
テーブルである。
【００３７】
　分類部１６は、各単文の単語ベクトルのコサイン類似度などを用いて、ｋ－ｍｅａｎｓ
やｓｉｍｐｌｅ　ｌｉｎｋａｇｅなどの従来既知のクラスタリング手法により、各単文を
クラスタリングする。
【００３８】
　また、分類部１６は、複数のクラスタの各々に分類された単文に含まれる単語の出現状
況に基づいて、複数のクラスタの各々から特徴語を抽出し、抽出した特徴語を、各クラス
タに対応付ける。なお、単語の出現状況としては、ＴＦ－ＩＤＦなどを用いることができ
る。また、特徴語は、開示の技術の特徴情報及び代表形態素の一例である。
【００３９】
　表示制御部１８は、テキスト集合における各単文の出現状況に関する指標に基づいて、
複数のクラスタの各々に含まれる単文についての指標が、出現頻度が高いことを示す順に
クラスタを並べて、表示装置（図示省略）に表示する。
【００４０】
　例えば、表示制御部１８は、単語モデル２４に含まれるＩＤＦ値テーブル２４Ａを参照
して、各単文に含まれる各単語のＩＤＦ値を取得し、各単文のＩＤＦ値ベクトルのノルム
を算出する。また、表示制御部１８は、クラスタ毎に、そのクラスタに含まれる単文の各
々のＩＤＦ値ベクトルのノルムの平均を算出する。そして、表示制御部１８は、ＩＤＦ値
ベクトルのノルムの平均が小さい順にクラスタをソートし、表示装置に表示する。ＩＤＦ
値ベクトルのノルムの平均が小さいクラスタは、そのクラスタに含まれる単文が、テキス
ト集合において横断的に出現していることを表しているため、定型表現が分類されたクラ
スタであると見做すものである。
【００４１】
　図１０に、表示装置に表示される分類結果画面３０の一例を示す。図１０の例では、各
クラスタを１つの枠で囲み、枠内に、そのクラスタに含まれる単文を表示している。また
、各クラスタには、分類部１６により、そのクラスタに対応付けられた特徴語を対応付け
て表示している。図１０では、サーバやネットワークなどのインシデントに関する具体的
な内容を示す単文が分類されたクラスタよりも上位に、定型表現が分類されたクラスタが
表示されている例を示している。
【００４２】
　なお、分類結果画面３０は、図１０の例に限定されない。例えば、クラスタに対応付け
られた特徴語のみをソート順に表示装置に表示し、画面からその特徴語を選択することで
、その特徴語が表すクラスタに含まれる単文を表示するような表示形態としてもよい。
【００４３】
　分類装置１０は、例えば図１１に示すコンピュータ４０で実現することができる。コン
ピュータ４０は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）４１と、一時記憶領域としてのメ
モリ４２と、不揮発性の記憶部４３とを備える。また、コンピュータ４０は、入力装置、
表示装置等の入出力装置４４と、記憶媒体４９に対するデータの読み込み及び書き込みを
制御するＲ／Ｗ（Read/Write）部４５とを備える。また、コンピュータ４０は、インター
ネット等のネットワークに接続される通信Ｉ／Ｆ４６を備える。ＣＰＵ４１、メモリ４２
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、記憶部４３、入出力装置４４、Ｒ／Ｗ部４５、及び通信Ｉ／Ｆ４６は、バス４７を介し
て互いに接続される。
【００４４】
　記憶部４３は、ＨＤＤ（Hard Disk Drive）、ＳＳＤ（Solid State Drive）、フラッシ
ュメモリ等によって実現できる。記憶媒体としての記憶部４３には、コンピュータ４０を
、分類装置１０として機能させるための分類プログラム５０が記憶される。分類プログラ
ム５０は、受付解析プロセス５２と、分割プロセス５４と、分類プロセス５６と、表示制
御プロセス５８とを有する。また、記憶部４３は、単語モデル２４を構成する情報が記憶
される情報記憶領域６０を有する。
【００４５】
　ＣＰＵ４１は、分類プログラム５０を記憶部４３から読み出してメモリ４２に展開し、
分類プログラム５０が有するプロセスを順次実行する。ＣＰＵ４１は、受付解析プロセス
５２を実行することで、図６に示す受付解析部１２として動作する。また、ＣＰＵ４１は
、分割プロセス５４を実行することで、図６に示す分割部１４として動作する。また、Ｃ
ＰＵ４１は、分類プロセス５６を実行することで、図６に示す分類部１６として動作する
。また、ＣＰＵ４１は、表示制御プロセス５８を実行することで、図６に示す表示制御部
１８として動作する。また、ＣＰＵ４１は、情報記憶領域６０から情報を読み出して、単
語モデル２４をメモリ４２に展開する。これにより、分類プログラム５０を実行したコン
ピュータ４０が、分類装置１０として機能することになる。なお、プログラムを実行する
ＣＰＵ４１はハードウェアである。
【００４６】
　なお、分類プログラム５０により実現される機能は、例えば半導体集積回路、より詳し
くはＡＳＩＣ（Application Specific Integrated Circuit）等で実現することも可能で
ある。
【００４７】
　次に、本実施形態に係る分類装置１０の作用について説明する。
【００４８】
　例えば、システムに関するインシデント対応時のメールなどの文章を含み、インシデン
ト１件における文章の集合を１つの文書とし、文書集合に含まれる各文書を一文のテキス
トに整形したテキスト集合が、分類装置１０へ入力される。そして、分類装置１０におい
て、図１２に示す分類処理が実行される。なお、分類処理は、開示の技術の分類方法の一
例である。
【００４９】
　図１２に示す分類処理のステップＳ１０で、受付解析部１２が、分類装置１０に入力さ
れたテキスト集合Ｓを受け付ける。テキスト集合Ｓは、テキスト１、テキスト２、・・・
、テキストＮ（Ｎはテキスト集合Ｓに含まれるテキストの数）を含む。
【００５０】
　次に、ステップＳ２０で、図１３に示す分割処理が実行される。
【００５１】
　図１３に示す分割処理のステップＳ２２で、単文集合Ｐとして空集合を用意し、次のス
テップＳ２４で、テキストを識別するための変数ｓに１を設定する。
【００５２】
　次に、ステップＳ２６で、受付解析部１２が、テキストｓに対して形態素解析を行い、
テキストを形態素に分割すると共に、各形態素に属性情報を付与する。また、受付解析部
１２が、形態素解析の結果を用いて、テキストｓに対して係り受け解析を行い、文節毎の
係り受け関係を解析する。
【００５３】
　次に、ステップＳ２８で、分割部１４が、上記ステップＳ２６での解析結果に基づいて
、テキストｓを「、（読点）」などの所定の区切れ箇所で、後半部分ｓ＿１と前半部分ｓ
＿２とに区切る。また、分割部１４は、単語モデル２４に含まれるＩＤＦ値テーブル２４
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Ａを参照して、テキストに含まれる各単語のＩＤＦ値を取得する。そして、分割部１４は
、ＩＤＦ値テーブル２４Ａから取得した単語毎のＩＤＦ値を用いて、後半部分ｓ＿１及び
前半部分ｓ＿２の各々について、ＩＤＦ値のベクトルのノルムを算出する。
【００５４】
　次に、ステップＳ３０で、分割部１４が、後半部分ｓ＿１のＩＤＦ値のノルムｖ＿１、
及び前半部分ｓ＿２のＩＤＦ値のノルムｖ＿２のいずれか一方が予め定めた閾値ＴＨ以下
か否かを判定する。ｖ＿１及びｖ＿２のいずれか一方が閾値ＴＨ以下の場合、処理はステ
ップＳ３２へ移行し、ｖ＿１及びｖ＿２共に閾値ＴＨ以下、又はｖ＿１及びｖ＿２共に閾
値ＴＨより大きい場合には、処理はステップＳ３４へ移行する。
【００５５】
　ステップＳ３２では、分割部１４が、テキストｓを単文ｓ＿１とｓ＿２とに分割し、単
文集合Ｐに追加する。一方、ステップＳ３４では、テキストｓをそのまま単文集合Ｐに追
加する。
【００５６】
　次に、ステップＳ３８で、受付解析部１２が、ｓがＮか否かを判定することにより、受
け付けたテキスト集合Ｓに含まれるテキストの全てについて、上記ステップＳ２６～Ｓ３
２又はＳ３４の処理が終了したか否かを判定する。ｓがまだＮに達していない場合には、
処理はステップＳ３６へ移行し、受付解析部１２がｓを１インクリメントして、処理はス
テップＳ２６に戻る。ｓ＝Ｎの場合には、分割処理は終了して、分類処理に戻る。
【００５７】
　次に、図１２に示す分類処理のステップＳ５０で、図１４に示すクラスタリング処理が
実行される。
【００５８】
　図１４に示すクラスタリング処理のステップＳ５２で、分類部１６が、単文集合Ｐに含
まれる各単文を、単語モデル２４の単語ベクトルテーブル２４Ｂを用いてベクトル化する
。
【００５９】
　次に、ステップＳ５４で、分類部１６が、各単文の単語ベクトルのコサイン類似度など
を用いて、ｋ－ｍｅａｎｓやｓｉｍｐｌｅ　ｌｉｎｋａｇｅなどの従来既知のクラスタリ
ング手法により、各単文をクラスタリングする。
【００６０】
　次に、ステップＳ５６で、分類部１６が、複数のクラスタの各々に分類された単文に含
まれる単語のＴＦ－ＩＤＦなどの出現状況を示す指標に基づいて、複数のクラスタの各々
から特徴語を抽出し、抽出した特徴語を各クラスタに対応付ける。そして、クラスタリン
グ処理は終了して、分類処理に戻る。
【００６１】
　次に、図１２に示す分類処理のステップＳ６０で、図１５に示す表示制御処理が実行さ
れる。
【００６２】
　図１５に示す表示制御処理のステップＳ６２で、表示制御部１８が、単語モデル２４に
含まれるＩＤＦ値テーブル２４Ａを参照して、各単文に含まれる各単語のＩＤＦ値を取得
し、各単文のＩＤＦ値ベクトルのノルムを算出する。
【００６３】
　次に、ステップＳ６４で、表示制御部１８が、クラスタ毎に、そのクラスタに含まれる
単文の各々のＩＤＦ値ベクトルのノルムの平均を算出する。
【００６４】
　次に、ステップＳ６６で、表示制御部１８が、ＩＤＦ値ベクトルのノルムの平均が小さ
い順にクラスタをソートし、例えば、図１０に示すような分類結果画面３０を表示装置に
表示する。そして、表示制御処理は終了し、分類処理も終了する。
【００６５】
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　以上説明したように、本実施形態に係る分類装置によれば、テキスト集合に含まれる各
テキストを特定の区切り箇所で分割した上で、単語ベクトルのコサイン類似度などに基づ
いてクラスタリングして分類する。これにより、テキストが複文で、その一部に定型表現
を含む場合でも、定型表現を抽出するためのテキストの分類精度を向上させることができ
る。
【００６６】
　また、テキストを読点等の区切れ箇所で区切った前半部分及び後半部分のいずれか一方
のＩＤＦ値ベクトルのノルムが、予め定めた閾値以下の場合に、その区切れ箇所を特定の
区切り箇所とする。これにより、定型表現を抽出するためのテキストの分類精度をより向
上させることができる。
【００６７】
　なお、上記実施形態では、クラスタに含まれる単文の各々のＩＤＦ値ベクトルのノルム
の平均が小さい順にクラスタをソートする場合について説明したが、これに限定されない
。例えば、各クラスタに分類された単文の数が多い順にクラスタをソートしてもよい。定
型表現は、テキスト集合での出現頻度が高いことが想定されるため、多くの単文が含まれ
るクラスタは、定型表現が分類されたクラスタであると見做すものである。
【００６８】
　また、上記実施形態では、テキストの区切れ箇所を、テキストの形態素解析結果及び係
り受け解析結果に基づいて特定する場合について説明したが、これに限定されない。例え
ば、予め定めた文字列の前又は後を区切れ箇所にするなど、形態素解析結果及び係り受け
解析結果に基づいて特定可能な区切れ箇所を用いるようにしてもよい。この場合、受付解
析部における形態素解析及び係り受け解析の処理は省略することができる。また、解析済
みのテキスト集合を受け付けることにより、受付解析部における形態素解析及び係り受け
解析の処理を省略するようにしてもよい。
【００６９】
　また、上記実施形態では、システムのインシデント対応に関する文書を整形したテキス
ト集合を入力する場合について説明したが、これに限定されず、開示の技術は、様々な文
書に適用可能である。特に、文書内に定型的な表現が多く含まれる文書に対して、開示の
技術は有効である。
【００７０】
　また、上記実施形態では、分類プログラムが記憶部に予め記憶（インストール）されて
いる態様を説明したが、これに限定されない。開示の技術に係るプログラムは、ＣＤ－Ｒ
ＯＭ、ＤＶＤ－ＲＯＭ、ＵＳＢメモリ等の記憶媒体に記憶された形態で提供することも可
能である。
【００７１】
　以上の実施形態に関し、更に以下の付記を開示する。
【００７２】
　　（付記１）
　複数のテキストを受け付け、
　受け付けた前記複数のテキストのうち、いずれかのテキストが特定の条件を満たす区切
れ箇所を含むことを検出すると、前記いずれかのテキストを前記区切れ箇所で分割して、
新たな複数のテキストを生成し、
　受け付けた前記複数のテキストのうち、前記特定の条件を満たす区切れ箇所を含まない
テキストと、生成した前記新たな複数のテキストと、を複数のクラスタに分類する、
　処理をコンピュータが実行することを特徴とする分類方法。
【００７３】
　　（付記２）
　前記複数のクラスタそれぞれに分類されたテキストに基づき、前記複数のクラスタそれ
ぞれの特徴情報を生成し、
　生成した前記特徴情報を、前記複数のクラスタそれぞれに対応付けて表示部に表示する
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、
　ことを特徴とする付記１に記載の分類方法。
【００７４】
　　（付記３）
　前記複数のクラスタについて、前記複数のクラスタそれぞれに分類されたテキストと、
該テキストに含まれる複数の形態素の、受け付けた前記複数のテキストでの出現状況とに
基づき、前記複数のクラスタをそれぞれ代表する複数の代表形態素を決定し、
　決定した前記複数の代表形態素それぞれを、前記複数の代表形態素それぞれが代表する
複数のクラスタそれぞれに対応付けて前記表示部に表示する、
　ことを特徴とする付記２に記載の分類方法。
【００７５】
　　（付記４）
　決定した前記複数の代表形態素それぞれを、前記複数のクラスタそれぞれに分類された
前記テキストの数に応じた順序で並べて前記表示部に表示する、
　ことを特徴とする付記３に記載の分類方法。
【００７６】
　　（付記５）
　前記複数のテキストにおける各テキストの出現状況に関する指標に基づいて、前記複数
のクラスタの各々に含まれるテキストについての前記指標が、出現頻度が高いことを示す
順に前記クラスタを並べて前記表示部に表示する
　ことを特徴とする付記２～付記４のいずれか１項に記載の分類方法。
【００７７】
　　（付記６）
　前記特定の条件を満たす区切れ箇所を読点とする付記１～付記５のいずれか１項に記載
の分類方法。
【００７８】
　　（付記７）
　前記テキストを区切れ箇所で区切った前半部分及び後半部分のいずれか一方の、前記複
数のテキストにおける出現状況が予め定めた条件を満たす場合に、前記区切れ箇所を前記
特定の条件を満たす区切れ箇所とする付記１～付記５のいずれか１項に記載の分類方法。
【００７９】
　　（付記８）
　複数のテキストを受け付ける受付部と、
　前記受付部により受け付けられた前記複数のテキストのうち、いずれかのテキストが特
定の条件を満たす区切れ箇所を含むことを検出すると、前記いずれかのテキストを前記区
切れ箇所で分割して、新たな複数のテキストを生成する生成部と、
　前記受付部により受け付けられた前記複数のテキストのうち、前記特定の条件を満たす
区切れ箇所を含まないテキストと、前記生成部により生成された前記新たな複数のテキス
トと、を複数のクラスタに分類する分類部と、
　を含むことを特徴とする分類装置。
【００８０】
　　（付記９）
　前記分類部は、前記複数のクラスタそれぞれに分類されたテキストに基づき、前記複数
のクラスタそれぞれの特徴情報を生成し、
　前記分類部により生成された前記特徴情報を、前記複数のクラスタそれぞれに対応付け
て表示部に表示する表示制御部を更に含む
　ことを特徴とする付記８に記載の分類装置。
【００８１】
　　（付記１０）
　前記分類部は、前記複数のクラスタについて、前記複数のクラスタそれぞれに分類され
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たテキストと、該テキストに含まれる複数の形態素の、受け付けた前記複数のテキストで
の出現状況とに基づき、前記複数のクラスタをそれぞれ代表する複数の代表形態素を決定
し、
　前記表示制御部は、前記分類部により決定された前記複数の代表形態素それぞれを、前
記複数の代表形態素それぞれが代表する複数のクラスタそれぞれに対応付けて前記表示部
に表示する、
　ことを特徴とする付記９に記載の分類装置。
【００８２】
　　（付記１１）
　前記表示制御部は、前記分類部により決定された前記複数の代表形態素それぞれを、前
記複数のクラスタそれぞれに分類された前記テキストの数に応じた順序で並べて前記表示
部に表示する、
　ことを特徴とする付記１０に記載の分類装置。
【００８３】
　　（付記１２）
　前記表示制御部は、前記複数のテキストにおける各テキストの出現状況に関する指標に
基づいて、前記複数のクラスタの各々に含まれるテキストについての前記指標が、出現頻
度が高いことを示す順に前記クラスタを並べて前記表示部に表示する
　ことを特徴とする付記９～付記１１のいずれか１項に記載の分類装置。
【００８４】
　　（付記１３）
　前記生成部は、前記特定の条件を満たす区切れ箇所を読点とする付記８～付記１２のい
ずれか１項に記載の分類装置。
【００８５】
　　（付記１４）
　前記生成部は、前記テキストを区切れ箇所で区切った前半部分及び後半部分のいずれか
一方の、前記複数のテキストにおける出現状況が予め定めた条件を満たす場合に、前記区
切れ箇所を前記特定の条件を満たす区切れ箇所とする付記８～付記１２のいずれか１項に
記載の分類装置。
【００８６】
　　（付記１５）
　複数のテキストを受け付け、
　受け付けた前記複数のテキストのうち、いずれかのテキストが特定の条件を満たす区切
れ箇所を含むことを検出すると、前記いずれかのテキストを前記区切れ箇所で分割して、
新たな複数のテキストを生成し、
　受け付けた前記複数のテキストのうち、前記特定の条件を満たす区切れ箇所を含まない
テキストと、生成した前記新たな複数のテキストと、を複数のクラスタに分類する、
　処理をコンピュータに実行させることを特徴とする分類プログラム。
【００８７】
　　（付記１６）
　前記複数のクラスタそれぞれに分類されたテキストに基づき、前記複数のクラスタそれ
ぞれの特徴情報を生成し、
　生成した前記特徴情報を、前記複数のクラスタそれぞれに対応付けて表示部に表示する
、
　ことを特徴とする付記１５に記載の分類プログラム。
【００８８】
　　（付記１７）
　前記複数のクラスタについて、前記複数のクラスタそれぞれに分類されたテキストと、
該テキストに含まれる複数の形態素の、受け付けた前記複数のテキストでの出現状況とに
基づき、前記複数のクラスタをそれぞれ代表する複数の代表形態素を決定し、
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　決定した前記複数の代表形態素それぞれを、前記複数の代表形態素それぞれが代表する
複数のクラスタそれぞれに対応付けて前記表示部に表示する、
　ことを特徴とする付記１６に記載の分類プログラム。
【００８９】
　　（付記１８）
　決定した前記複数の代表形態素それぞれを、前記複数のクラスタそれぞれに分類された
前記テキストの数に応じた順序で並べて前記表示部に表示する、
　ことを特徴とする付記１７に記載の分類プログラム。
【００９０】
　　（付記１９）
　前記複数のテキストにおける各テキストの出現状況に関する指標に基づいて、前記複数
のクラスタの各々に含まれるテキストについての前記指標が、出現頻度が高いことを示す
順に前記クラスタを並べて前記表示部に表示する
　ことを特徴とする付記１６～付記１８のいずれか１項に記載の分類プログラム。
【００９１】
　　（付記２０）
　複数のテキストを受け付け、
　受け付けた前記複数のテキストのうち、いずれかのテキストが特定の条件を満たす区切
れ箇所を含むことを検出すると、前記いずれかのテキストを前記区切れ箇所で分割して、
新たな複数のテキストを生成し、
　受け付けた前記複数のテキストのうち、前記特定の条件を満たす区切れ箇所を含まない
テキストと、生成した前記新たな複数のテキストと、を複数のクラスタに分類する、
　処理をコンピュータに実行させることを特徴とする分類プログラムを記憶した記憶媒体
。
【符号の説明】
【００９２】
１０   分類装置
１２   受付解析部
１４   分割部
１６   分類部
１８   表示制御部
２４   単語モデル
２４Ａ ＩＤＦ値テーブル
２４Ｂ 単語ベクトルテーブル
３０   分類結果画面
４０   コンピュータ
４１   ＣＰＵ
４２   メモリ
４３   記憶部
４９   記憶媒体
５０   分類プログラム



(14) JP 2020-4156 A 2020.1.9

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】



(15) JP 2020-4156 A 2020.1.9

【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】



(16) JP 2020-4156 A 2020.1.9

【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】



(17) JP 2020-4156 A 2020.1.9

【図１５】



(18) JP 2020-4156 A 2020.1.9

10

フロントページの続き

(72)発明者  塙　大紀
            神奈川県川崎市中原区上小田中４丁目１番１号　富士通株式会社内
(72)発明者  宮城　俊秀
            神奈川県川崎市中原区上小田中４丁目１番１号　富士通株式会社内
(72)発明者  山越　幸太
            神奈川県川崎市中原区上小田中４丁目１番１号　富士通株式会社内
(72)発明者  廣田　佳祐
            神奈川県川崎市中原区上小田中４丁目１番１号　富士通株式会社内
Ｆターム(参考) 5B109 QA02  QA03  VC01 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

